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設備工事検査記録パッケージ操作手順書
（１）概要
（２）操作手順
　　　１）帳票の作成
　　　２）帳票の利用
　　　３）帳票の追加
（３）機能説明
　　　１）図面
　　　２）帳票の計算機能
　　　



（１）概要　設備工事検査記録パッケージ
図面上の場所を指定して、温度、湿度、騒音、照度などの設備検査がおこなえます。
日建連設備部会の機械設備工事・電機設備工事試験記録の25帳票のテンプレートを用意しました。
ディジ・テック社のDKA-102に接続した各種計測機器の測定値を、Bluetooth経由で
eYACHOの帳票上にそのまま入力できるようになります。

測定場所指示(ピン打ち)

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・合否判定は設計照度と平均照度の比較による。

2023年3月制定

摘　要

備考
月日 確認者

FL+ｍｍ (ｌｘ) (ｌｘ)

測定
照度
①

測定
照度
②

測定
照度
③

測定
照度
④

測定
照度
⑤

①～⑤
平均照度No 階 室名・場所名

測定高 光源
種類

設計
照度 合・否

判定

手直し確認

測定

機器

日建連　電-05

照度測定記録（一般照明）

工事監理者 元請会社 専門工事会社
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玄関
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ABCビル工事

2024年7月30日

① 給湯室 100 白熱灯 100 105 103 96 99 100 101 合
② 階段 200 蛍光ランプ 100
③ 集会室入口 30 HIDランプ 100
④ 集会室南側出窓 150 LED 100

セミナーハウス1F

⑤
⑥
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⑲
⑳
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照度測定記録(一般照明)

1F
1F
1F
1F

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・電圧毎の合格値を入力して管理する。

・締付確認はキュービクル側とする｡

2023年3月制定

MΩ以上

対地間絶縁抵抗 MΩ以上 MΩ以上 MΩ以上

相間絶縁抵抗 MΩ以上 MΩ以上

摘　要

〔判定基準〕 電圧 Ｖ Ｖ Ｖ

相間絶縁抵抗
(ＭΩ)

対地間絶縁抵抗
(ＭΩ)

S-T

No 階

幹線名称

配線方式

通　電　前　の　確　認

T NT-R R-N S-N T-N R S

締
付
確
認

測定
電圧
(V)

日建連　電-01

絶縁抵抗測定記録（幹線）

備考幹線
番号

負荷
名称

導
通
確
認

接
地
確
認

測定

機器

合
否
判
定

手直し確認

月日 確認者
R-S

工事監理者 元請会社 専門工事会社

絶縁抵抗測定記録(幹線)

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・合否判定は設計照度と平均照度の比較による。

2023年3月制定

摘　要

備考
月日 確認者

FL+ｍｍ (ｌｘ) (ｌｘ)

測定
照度
①

測定
照度
②

測定
照度
③

測定
照度
④

測定
照度
⑤

①～⑤
平均照度No 階 室名・場所名

測定高 光源
種類

設計
照度 合・否

判定

手直し確認

測定

機器

日建連　電-05

照度測定記録（一般照明）

工事監理者 元請会社 専門工事会社

140 4,000 4,000 4,000 140
2,000 2,000

集会室階段

倉庫

給湯室

洗面所

ホール

12,280

1,400 1,120 1,480
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照度測定記録(一般照明)

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

℃ ％

測定日： ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・電圧毎の合格値を入力して管理する。

2023年3月制定

MΩ以上

対地間絶縁抵抗 MΩ以上 MΩ以上 MΩ以上

相間絶縁抵抗 MΩ以上 MΩ以上

摘　要

〔判定基準〕 電圧 Ｖ Ｖ Ｖ

確認者

R-S S-T T-R R S T

No 階 盤名称 動力名称

通電前の確認 通電後の確認

手
動
運
転

自
動
運
転

相
回
転

イ
ン
タ
ー

ロ
ッ

ク

備考
導
通
確
認

接
地
確
認

締
付
確
認

行
先
確
認

測定
電圧
(V)

線間絶縁抵抗
(ＭΩ)

対地間絶縁抵抗
(ＭΩ)

運
転
停
止
表
示

故
障
表
示

合
否
判
定

手直し確認

月日

測定

機器

日建連　電-02

絶縁抵抗測定記録（動力盤）

通電後 測定場所： 天候・気温・湿度：　

通電前 測定場所： 天候・気温・湿度：　

工事監理者 元請会社 専門工事会社

絶縁抵抗測定記録(動力
盤)

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

℃ ％

測定日： ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・電圧毎の合格値を入力して管理する。

2023年3月制定

MΩ以上

対地間絶縁抵抗 MΩ以上 MΩ以上 MΩ以上

相間絶縁抵抗 MΩ以上 MΩ以上

摘　要

〔判定基準〕 電圧 Ｖ Ｖ Ｖ

合
否
判
定

手直し確認

月日 確認者

R Ｎ T R Ｎ T

天候・気温・湿度：　

測定

機器

通電後の確認

備考
締
付
確
認

測定
電圧
(V)

線間絶縁抵抗
(ＭΩ)

対地間絶縁抵抗
(ＭΩ)

行
先
確
認

線間
電圧
(V)

E
L
B
動
作

極
性

日建連　電-03

絶縁抵抗測定記録（分電盤）

No 階 盤名称 回路番号 回路名称

通　電　前　の　確　認

通電後 測定場所： 天候・気温・湿度：　

通電前 測定場所：

工事監理者 元請会社 専門工事会社

絶縁抵抗測定記録(分電
盤)

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

℃ ％

測定日： ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・電圧毎の合格値を入力して管理する。

MΩ以上

対地間絶縁抵抗 MΩ以上 MΩ以上 MΩ以上

相間絶縁抵抗 MΩ以上 MΩ以上

摘　要

〔判定基準〕 電圧 Ｖ Ｖ Ｖ

R Ｎ T R Ｎ T

No 階 盤名称
主幹名称
・回路名称

回路確認(主幹ＥＬＢ) 負荷確認

接
地

合
否
判
定

手直し確認

コ
ン
セ
ン
ト

備考
締
付
確
認

E
L
B
動
作

測定
電圧
(V)

線間絶縁抵抗
(ＭΩ)

対地間絶縁抵抗
(ＭΩ)

E
L
B
動
作

回路

線間
電圧
(V)

極
性

そ
の
他

月日 確認者

測定

機器

日建連　電-04

絶縁抵抗測定記録（住宅分電盤）

通電後 測定場所： 天候・気温・湿度：　

通電前 測定場所： 天候・気温・湿度：　

工事監理者 元請会社 専門工事会社

絶縁抵抗測定記録(住宅
分電盤)

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

摘　要

2023年3月制定

No 階
ポイント名称
（室名・場所）

ＲＳ盤
(警報盤)

行先(盤)名

測定

機器

日建連　電-09

中央監視　管理点対向試験記録

手直し確認

備考

月日 確認者

信号
種別

遠
方
発
停

リ
ス
ト

履
歴
確
認

グ
ラ
フ
ィ

ッ

ク
確
認

合
否
判
定

工事監理者 元請会社 専門工事会社

中央監視 管理点対向試
験記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・合否判定は基準照度と測定照度の最小値の比較による。

・〔判定基準〕建築基準法施行令第126条の5

2

2

1

2023年3月制定

蛍光 LX以上

白熱 LX以上

摘　要

LED LX以上

備考
月日 確認者

(ｌｘ) (ｌｘ)

測定
照度
②

測定
照度
③

測定
照度
④

測定
照度
⑤

①～⑤
最小照度 合・否

判定
No 階 室名・場所名

光源
種類

基準
照度

測定
照度
①

手直し確認

測定

機器

日建連　電-06

照度測定記録（非常照明）

工事監理者 元請会社 専門工事会社

照度測定記録(非常照明)

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

2023年3月制定

摘　要

〔判定基準〕

設計
値

測定
値

月日 確認者

No 階 室名・場所名
系統名

・機器番号
冷水
温水

測定
箇所

(入口・
出口)

温度
℃

圧力
MPa

流量
MPa

合
･
否
判
定

手直し確認

備考
設計
値

測定
値

設計
値

測定
値

測定

機器

日建連　機-01

冷温水配管温度、圧力、流量測定記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

冷温水配管温度、圧力、
流量

測定記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

℃ ％

測定日： ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

銅板 mm mm 板厚mm

× × × 枚

銅棒 mmφ mmL

× × 本

測定時期欄は、「施工時」「竣工時」の区別を記載する。

2023年3月制定

摘　要

手直し・確認
備考

月日 確認者

接続方法

No. 接地極位置 接地極種類
基準値
（Ω）

測定時期

測定

機器

竣工時 測定場所： 天候・気温・湿度：　

接地抵抗値
（Ω）

統合接地
抵抗値（Ω）

合否
判定

施工協力会社

導線 地質及び地下水位

接地極

埋設の深さ

日建連　電-07

接地抵抗測定記録

施工時 測定場所： 天候・気温・湿度：　

工事監理者 元請会社 専門工事会社

接地抵抗測定記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

℃ ％

測定日： ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

　　　　㎜　　　　　　㎜　　　　　板厚㎜銅板 mm mm 板厚mm 銅棒 φ mm

× × × 枚 × × 本

〔判定基準〕JIS A 4201-1992

2023年3月制定

摘　要

接地抵抗値 総合接地抵抗値

ＪＩＳ(参考) Ω以下 Ω以下

判定値 Ω以下 Ω以下

№ 接地極位置 測定時期
月日 確認者

その他：
施工協力会社

測定

機器

竣工時 測定場所： 天候・気温・湿度：　

接地抵抗値 総合接地抵抗値

導線 接地接続方法

接地極の材料

合否
判定

手直し確認
備考

(Ω) (Ω)

避雷針高さ 補助方法

避雷針突針 引下導線

建物高さ 地質及び地下水位

建物構造 埋設深さ

日建連　電-08

避雷針接地抵抗測定記録(JIS　A4201-1992)

施工時 測定場所： 天候・気温・湿度：　

工事監理者 元請会社 専門工事会社

避雷針接地抵抗測定記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

＃ 　  m
3
/h 　 Ｐａ φ Ｖ ｋW

× ×  × × ×

送風系統

＃ 　  m
3
/h 　 Ｐａ φ Ｖ ｋW

× ×  × × ×

送風系統

＃ 　  m
3
/h 　 Ｐａ φ Ｖ ｋW

× ×  × × ×

送風系統

＃ 　  m
3
/h 　 Ｐａ φ Ｖ ｋW

× ×  × × ×

送風系統

＃ 　  m
3
/h 　 Ｐａ φ Ｖ ｋW

× ×  × × ×

送風系統

・清掃状況、引抜可否、異音、異常振動、ドレン状況、据付状況は問題なければ〇該当がなければ－を記入する。

・判定で✕の項目はNo、項目、是正月日、確認者を備考欄に記入し最終的に判定〇の状態で提出する。

2023年3月制定

摘　要

備考

判定

測定値

設計値

初期
圧損
Pa

清掃
状況

引抜
可否

運転電流還気風量

m
3
/h

送風温・湿度 送水圧力
MPa

送水量
L/min

入口
温度

℃(DB)

出口
温度

℃(DB)

コイル系 フィルター 確認事項

送風量

m
3
/h

外気量

m
3
/h

ﾄﾞﾚﾝ
状況

据付
状況℃(DB) ％(RH) Ａ

異音
異常
振動

備考

No 空調機名称
仕様

設置場所

判定

測定値

設計値

初期
圧損
Pa

清掃
状況

引抜
可否

運転電流還気風量

m
3
/h

送風温・湿度 送水圧力
MPa

送水量
L/min

入口
温度

℃(DB)

出口
温度

℃(DB)

コイル系 フィルター 確認事項

送風量

m
3
/h

外気量

m
3
/h

ﾄﾞﾚﾝ
状況

据付
状況℃(DB) ％(RH) Ａ

異音
異常
振動

備考

No 空調機名称
仕様

設置場所

4

判定

測定値

設計値

初期
圧損
Pa

清掃
状況

引抜
可否

運転電流還気風量

m
3
/h

送風温・湿度 送水圧力
MPa

送水量
L/min

入口
温度

℃(DB)

出口
温度

℃(DB)

コイル系 フィルター 確認事項

送風量

m
3
/h

外気量

m
3
/h

ﾄﾞﾚﾝ
状況

据付
状況℃(DB) ％(RH) Ａ

異音
異常
振動

備考

No 空調機名称
仕様

設置場所

3

判定

測定値

設計値

初期
圧損
Pa

清掃
状況

引抜
可否

運転電流還気風量

m
3
/h

送風温・湿度 送水圧力
MPa

送水量
L/min

入口
温度

℃(DB)

出口
温度

℃(DB)

　

コイル系 フィルター 確認事項

送風量

m
3
/h

外気量

m
3
/h

ﾄﾞﾚﾝ
状況

据付
状況℃(DB) ％(RH) Ａ

異音
異常
振動

備考

No 空調機名称
仕様

設置場所

2

判定

測定値

設計値

初期
圧損
Pa

清掃
状況

引抜
可否

運転電流還気風量

m
3
/h

送風温・湿度 送水圧力
MPa

送水量
L/min

入口
温度

℃(DB)

出口
温度

℃(DB)

コイル系 フィルター 確認事項

送風量

m
3
/h

外気量

m
3
/h

ﾄﾞﾚﾝ
状況

据付
状況℃(DB) ％(RH) Ａ

異音
異常
振動

No 空調機名称
仕様

設置場所

1

測定

機器

日建連　機-07

空調機動作確認試験記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

空調機動作確認試験記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・系統種別はSA、RA、OA、EA等の種別を、制気口形式はVHS、ブリーズライン等の種別を記入する。

2023年3月制定

摘　要

備考

月日 確認者
％ m

2
m

3
/h m/s m

3
/h

有効
開口
率

有効面積 設計風量 測定風速 測定風量

合
・
否
判
定

No 階 室名・場所名
系統
種類

制気口形式 サイズ

手直し確認

測定

機器

日建連　機-08

風量測定記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

風量測定記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

2023年3月制定

〔判定基準〕

摘　要

No 階 室名・場所名

設計
許容
騒音
NC

手直し確認

備考
OA(dB) オクターブバンド中心周波数（Hz）（dB)

A C 63 125 250 500

測定値

合･否
判定

1K 2K 4K 8K 月日 確認者

測定

機器

日建連　機-11

騒音測定記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

騒音測定記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

設計風量<測定値風量

2023年3月制定

摘　要

〔判定基準〕

合
否
判
定

手直し確認

備考

設計値

風速m/s
月日 確認者

㎡ m3/h ｍ/s ｍ/s ｍ/s ｍ/s ｍ/s

風量 ① ② ③ ④ ⑤

風量m3/h

No 階 室名・場所名
器具面積

測定点風速 開
閉
障
害

中
央
発
停

手
元
発
停

運
転
起
動

測定値

測定値

測定

機器

日建連　機-09

排煙風量測定記録

Ｖ 電流 Ａ

排煙機器仕様
製造者名： 設計値

Pa 回転数 rpm 電動機 kW 電圧系統名 北側系統 設計内容 風量 m3/h 静圧

型番：

工事監理者 元請会社 専門工事会社

排煙風量測定記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

温湿度計

2023年3月制定

摘　要

〔判定基準〕

No 階 室名・場所名 空調方式
冷房

・
暖房

測定値

合･否
判定

手直し確認

備考
温度 温度 湿度 温度 温度 湿度

設計値

DB
℃

WB
℃

RH
％

DB
℃

WB
℃

RH
％

月日 確認者

測定

機器

日建連　機-10

室内温湿度測定記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

室内温湿度測定記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

ｍ × ｍ × ｍ ＝ m3

摘　要

・水槽名称は受水槽、高架水槽、補給水槽、雨水槽、消防水槽等の名称を記入する。

・水槽底面からの高さは測定値を記入する。

・手動試験は電極短絡等の方法にて行う。

・各現場に合わせて寸法を記入する。

・電極をフロートスイッチに置き換える。

2023年3月制定

日建連　機-14

水槽位置制御試験記録(電極)

水槽名称 水槽有効容量 備考

測定

機器

配管、電極 測定

記
号

部位・
試験項目

水槽底面
からの
高さ

（ｍｍ）

寸法良否
判定基準

合･否
判 定

手直し確認
記
号

部位・
試験項目

水槽底面
からの
高さ

（ｍｍ）

寸法良否
判定基準

合･否
判 定

手直し確認

月日 確認者 月日 確認者

配
管
接
続
口

電
　
極

手動、実水 試験

操作 運　転　試　験
合･否
判 定

手直し確認
操作 運　転　試　験

合･否
判 定

手直し確認

月日 確認者 月日 確認者

手
動
試
験

実
水
試
験

工事監理者 元請会社 専門工事会社

a

E2

E4

E3

b

d

c

e

AB

C

[流出口]

[流入口][オーバー

E5

[マンホール]

[ドレン口]

水槽位置制御試験記録(電極)

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

注1 (Ａ)流量計 (Ｂ)圧力計とポンプ性能曲線 (Ｃ)電力計、電流計、電圧計とポンプ性能曲線のいずれかによる。※性能曲線は測定結果を明記し添付する。

注2 振動は、必要に応じて測定する。

・チェック項目はメーカー試験結果を参考にする。

・判定で✕の項目はNo、項目、是正月日、確認者を備考欄に記入し最終的に判定〇の状態で提出する。

2023年3月制定

測定

機器

日建連　機-12

ポンプ能力試験記録

ポンプ能力 ポンプ出力
騒音
dB

振動
dB

(注2)

No ポンプ名称 ポンプ種類 設置場所 備考

1

－

チェック項目

ポンプ口径
A×　　A

吐出圧力
MPa

吸込圧力
MPa

流量
L/min

測定方法
(注1)

電圧
V

電流
A

モーター
出力kW

芯
合
わ
せ

軸
受
け
給
油

回
転
方
向

グ
ラ
ン
ド

締
め
付
け

フ
レ
キ
取
付

具
合

連
動
・
イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク測定値 －

設計値

ポンプ能力 ポンプ出力
騒音
dB

振動
dB

(注2)

No ポンプ名称 ポンプ種類 設置場所 備考

2

判定

チェック項目

ポンプ口径
A×　　A

吐出圧力
MPa

吸込圧力
MPa

流量
L/min

測定方法
(注1)

電圧
V

電流
A

モーター
出力kW

芯
合
わ
せ

軸
受
け
給
油

回
転
方
向

グ
ラ
ン
ド

締
め
付
け

フ
レ
キ
取
付

具
合

連
動
・
イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク測定値

設計値

ポンプ能力 ポンプ出力
騒音
dB

振動
dB

(注2)

No ポンプ名称 ポンプ種類 設置場所 備考

判定

チェック項目

ポンプ口径
A×　　A

吐出圧力
MPa

吸込圧力
MPa

流量
L/min

測定方法
(注1)

電圧
V

電流
A

モーター
出力kW

芯
合
わ
せ

軸
受
け
給
油

回
転
方
向

グ
ラ
ン
ド

締
め
付
け

フ
レ
キ
取
付

具
合

連
動
・
イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク測定値

設計値

ポンプ能力 ポンプ出力
騒音
dB

振動
dB

(注2)

No ポンプ名称 ポンプ種類 設置場所 備考

判定

チェック項目

ポンプ口径
A×　　A

吐出圧力
MPa

吸込圧力
MPa

流量
L/min

測定方法
(注1)

電圧
V

電流
A

モーター
出力kW

芯
合
わ
せ

軸
受
け
給
油

回
転
方
向

グ
ラ
ン
ド

締
め
付
け

フ
レ
キ
取
付

具
合

連
動
・
イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク測定値

設計値

ポンプ能力 ポンプ出力
騒音
dB

振動
dB

(注2)

No ポンプ名称 ポンプ種類 設置場所 備考

判定

チェック項目

ポンプ口径
A×　　A

吐出圧力
MPa

吸込圧力
MPa

流量
L/min

測定方法
(注1)

電圧
V

電流
A

モーター
出力kW

芯
合
わ
せ

軸
受
け
給
油

回
転
方
向

グ
ラ
ン
ド

締
め
付
け

フ
レ
キ
取
付

具
合

連
動
・
イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク測定値

摘　要

判定

設計値

工事監理者 元請会社 専門工事会社

ポンプ能力試験記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・系統の調整後給湯圧は調整した値を記入する。従って合否判定は記入せず記録をとどめることを目的とする。

2023年3月制定

摘　要

備考
調整前
給湯圧

調整後
給湯圧

調整後
静給湯圧

調整後
動給湯圧

給湯
温度

出湯所要
時間

MPa MPa MPa

No 階 室名・場所名 系統名・器具名

各系統 各器具

MPa ℃ 秒

測定

機器

日建連　機-15

個別給湯試験記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

個別給湯試験記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・調整設定値は調整した値を記入する。従って合否判定はなく記録をとどめることを目的とする。

2023年3月制定

摘　要

電流
A

電流
A

測定
流量
l/min

吐出
揚程

m

吸込
揚程

m

流速
m/s

全
揚程

m

No 階 室名・場所名

設計値 調整設定値

備考設計
流量
l/min

口径
A

流速
m/s

全
揚程

m

測定

機器

日建連　機-13

水量調整測定記録(1次側ポンプ)

工事監理者 元請会社 専門工事会社

水量調整測定記録(1次側ポン
プ)

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・スリーブ寸法はスリーブ外径、箱抜きサイズを記入する。

・補強筋は構造図等により必要な箇所のみ「○✕」を選択し、該当しない場合は「－」を選択する。

・止水は外壁面等、必要な場所のみ「〇✕」を選択し、該当しない場合は「－」を選択する。

・状態は打設後のスリーブに問題がないかを確認する。

2023年3月制定

摘　要

月日 確認者 月日 確認者

No 階
スリーブ

番号
工事
区分

場所名 用途

配筋後型、枠施工前 コンクリート打設後

材
質

スリーブ
寸法

位
置

か
ぶ
り

固
定

補
強
筋

止
水

合・否
判定

手直し確認
位
置

状
態

合・否
判定

手直し確認

測定

機器

日建連　共-01

スリーブチェックシート

工事監理者 元請会社 専門工事会社

スリーブチェックシート

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・圧力種別の気密とは空気圧及び窒素とする。

2023年3月制定

MPa MPaMPa MPa MPa

MPa MPa

水圧 MPa MPa

MPa MPa MPaMPa MPa気密 MPa

MPa

摘　要

〔判定基準〕 圧力種別 給水管直結 給水管他 給湯管 樹脂管 冷温水管 蒸気管 冷媒管消火管

No 階 室名・場所名
系統名

・機器番号
配管
用途

配管材

接続種別

備考
時間

始圧
終圧

月日 確認者

圧力種別 試験
圧力

水圧
気密 MPa 分 MPa

漏
水
有
無

合
･
否
判
定

手直し確認

測定

機器

日建連　機-02

配管圧力測定記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

配管圧力測定記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

2023年3月制定

摘　要

〔判定基準〕 終了時水位変化判定基準 mm以下

備考

月日 確認者
分 ｍｍ

接続種別
時間

終了時
水位変化

漏
水
有
無

合
･
否
判
定

手直し確認

No 階 室名・場所名
系統名

・機器番号
配管用途 配管材

測定

機器

日建連　機-04

排水管満水測定記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

排水管満水測定記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・汚水、雑排水については（　　　　　）を試験物とする。（　）にタオル、ピンポン玉、テニスボール等を記入。

・最終桝到達時間は必要に応じて記録するが、判定基準には含まれない。

2023年3月制定

No 階 室名・場所名 系統名 配管用途

測定

機器

日建連　機-05

排水導通試験記録

合
･
否
判
定

手直し確認

備考

月日 確認者

試験物
投入場所

立管長 横引管長
最終桝

到達時間

漏
水
有
無

ｍ ｍ 秒

摘　要

工事監理者 元請会社 専門工事会社

排水導通試験記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

～

・測定場所はトイレ、洗面、キッチン等の封水水位変化を測定する場所を記入する。

・封水水位変化判定基準は、事前に定め、記入する事。

2023年3月制定

摘　要

合
･
否
判
定

手直し確認

備考

月日 確認者

封水水位変化 封水水位
変化

判定基準

最終
水位

異
音
の
有
無

最大 最小

-ｍｍ +ｍｍ ±ｍｍ ±ｍｍ

No 階 室名・場所名 系統名 測定場所

測定

機器

日建連　機-06

同時排水試験記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

同時排水試験記録

図面添付欄 提出日：

検査書名：

階数・場所(系統)

工事名称：

(会社名) (立合者) (会社名) (測定者)

立合者： 測定者：

測定日： 測定場所： 天候・気温・湿度：　 ℃ ％

(品名) (型式) (製造者名) (製造番号) (校正有効期限)

・必要勾配は配管用途に応じ記入する。

2023年3月制定

摘　要

備考

月日 確認者
Ａ 1/(　　　) 1/(　　　)

No 階 室名・場所名 系統名 配管用途 配管材
配管口径 必要勾配 測定勾配

合
･
否
判
定

手直し確認

測定

機器

日建連　機-03

勾配測定記録

工事監理者 元請会社 専門工事会社

勾配測定記録

照度計 T-10A
放射温度計 
AM-2001

Bloetoothアダプ
タ
DKA-102

日建連設備部会の
25帳票を用意

計算・判定



本パッケージには「ノートテンプレート」と「用紙テンプレート」に以下
の25帳票があります。電気、機械、共通のカテゴリに分けています。

（１）概要　設備工事検査記録パッケージ

絶縁抵抗測定記録（幹線）
絶縁抵抗測定記録（動力盤）
絶縁抵抗測定記録（分電盤）
絶縁抵抗測定記録（住宅分電盤）
照度測定記録（一般照明）
照度測定記録（非常照明）
接地抵抗測定記録
避雷針接地抵抗測定記録(JISA4201-1992)
中央監視　管理点対向試験記録

冷温水配管温度、圧力、流量測定記録
配管圧力測定記録
勾配測定記録
排水管満水測定記録
排水導通試験記録
同時排水試験記録
空調機動作確認試験記録
風量測定記録
排煙風量測定記録
室内温湿度測定記録
騒音測定記録
ポンプ能力試験記録
水量調整測定記録(1次側ポンプ)
水槽位置制御試験記録(電極)
個別給湯試験記録

スリーブチェックシート

電気 機械 共通



（２）操作手順　１）帳票の作成
　　新しいノート作成からノートテンプレートを作成します。

帳票を作成するフォルダに移動してください。
「新規ノート作成」→「ノートテンプレート」
→「パッケージ」→「設備工事検査記録」を選
択してください。
「電気」、「機械」、「共通」のフォルダ以下
にノートテンプレートがあるので、必要なノート
を選択するとノートを作成することができます。



（２）操作手順　2）帳票の利用
　　帳票は主に①図面、②帳票共通部、③測定情報記録表の３つの部分があります。

1

2

3

①図面
選択して図面（PDFや画像データ）を読み込
むことができます。またピンを追加すること
で③の表のNoと合わせてピンの情報を記載
することができます。
（図面を読み込むと右上の図面ファイル名の箇所
に図面のファイル名が自動で入ります）

②帳票共通部
各帳票にほぼ共通する項目です。同じノート
内に同じ「検査書名」のページが複数ページ
ある場合、右にある「他の帳票から転記」ボ
タンをタップすると「工事名称」、「立会者
（会社名）」、「測定者（会社名）」、「測
定場所」、測定機器の情報を転記できます。

③測定情報記録表
測定する情報を記録します。テキスト入力箇
所は同じノート内にあるページの履歴をリス
トで入力できます。



（２）操作手順　3）帳票の追加
　　帳票の追加は、「＋」メニューの①ページを追加、②図面からページを追加など
　　複数の方法で帳票を追加することがきます。

①ページを追加から追加
画面左上の「＋」を選択→「ページを追加」→「用紙を選ん
で追加」を選択します。
用紙の選択画面から、「パッケージ」→「設備工事検査記
録」を選択すると登録用紙が表示されます。用紙をタップする
と用紙が追加されます。

①ページを追加から追加

②図面からページを追加

②図面からページを追加
画面左上の「＋」を選択→「図面を追加」→「図面ファイルか
らページを追加」を選択します。
図面ファイルからページを追加で図面と図面連携用紙を選択し
ます。図面ファイルをタップし図面ファイルを選択してくださ
い（複数のファイルを選択可能）。
図面連携用紙は図面連携用紙の選択→用紙の選択→「パッケー
ジ」→「設備工事検査記録」以下にある用紙を選択してくださ
い。図面を読み込んだ用紙が追加されます。



図面の機能
・図面の追加
帳票左側の「タップして図面を追加」を
タップすると図面ファイルを選択するこ
とができます。図面ファイルを選択すると
図面を読み込むことができます。
・ピンの追加
タップするとピンを追加します。右側の帳
票のNoと合わせて図面でピンの位置を確
認できます。
・写真の追加
ピンをタップするとピンに写真を追加で
きます。ピンをタップして「設備点検の詳
細」をタップしてください。画像を追加、
またはカメラを起動して写真をとること
ができます。また写真１に画像があるピン
を青くしています。
・ピンの設定
ピンの色やサイズなど図面の設定で変更
することができます。
詳細は以下の資料をご確認ください。

図面にピンマークをつけて工事黒板や指摘記録と連携する
https://product.metamoji.com/manual/yacho_b6/document/ja/eYACHO6_addPinmarkGuide.pdf

（３）機能説明  １）図面



（３）機能説明  ２）帳票の計算機能
「照度測定記録(一般照明)」の帳票に、平均値と合否判定を計算するボタンを用意してあ
ります。

設計照度と設計照度を入力して用紙の右側にある「平均照度計算と合否判定」ボタンを押すと、
「①～⑤平均照度」と「合・否判定」のセルに計算結果が入力されます。


